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高萩市市民憲章昭和49年11月1日制定

1 自然をたいせつにし美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り明るいまちをつくりましょう

11礼儀を正しくしうるおいのあるまちをつくりましょう

1元気で働き‘豊かなまちをつくりましょう

1 思いやりのあるあたたかいまちをつくりましょう

麹
濃
霧
蕊
錘
簿
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見
て
く
だ
さ
い

こ
の
晴
れ
姿

五
月
十
二
日
日
、
森
林
公
園
で
「
第
十
回

楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん
な
の
広
場
」
が
開
か
れ
、

市
民
約
六
千
人
が
家
族
連
れ
で
楽
し
い
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
日
会
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
六
月
二
十

三
日
日
科
学
万
博
会
場
で
行
わ
れ
る
「
高
萩
市

の
日
」
の
催
事
を
目
指
し
て
、
猛
練
習
を
続
け

て
い
る
五
十
人
の
子
ど
も
た
ち
の
洩
ず
る
〃
市

民
ば
や
し
“
や
勤
労
吉
少
年
ホ
ー
ム
の
バ
ン
ド
、

そ
し
て
婦
人
団
体
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
踊
り
な

ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
六
月
二
十
三
日
に
は
催
事
の
応
援
に

行
き
た
い
も
の
で
す
。
な
お
、
当
日
は
「
科
学

万
博
見
学
」
特
別
臨
時
特
急
列
車
が
運
行
さ
れ

ま
す
。

ー

(科学龍にも）

催
さ
れ
た
五
月
十
二
日
日
は
母
の
日
、

市
内
の
各
種
十
三
団
体
で
組
織
し
た
実

行
委
員
会
で
は
、
森
林
公
園
内
の
会
場

に
七
つ
の
広
場
を
つ
く
り
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
や
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
も
ち
つ
き
、
ど
じ
ょ

う
す
く
い
、
ら
く
が
き
コ
ー
ナ
、
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
木
工
細
工
、
野
点
な

ど
。
子
ど
も
た
ち
も
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
な
ど
と
緒
に
お
弁
当
を
ひ
ろ
げ

と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
⑥

楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん
な
の篝広場が
開 力を込めて｢ヨイショ／」

－テレフォンサービス｢市政案内｣は（23)1151 . 1152です
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広域行政のしごと②

高萩市･十王町事務組合

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
は
、
高
萩
市
と
十
王
町
の
事
務
の
一
部
を

効
率
的
に
共
同
処
理
す
る
た
め
に
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。今

回
は
、
こ
の
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
の
六
十
年
度
の
予
算
と
主

な
し
ご
と
を
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
六
十
年
度
の
予
算
総
額
は
、
十

億
九
、
三
七
三
万
四
千
円
で
主
な
事
業

と
し
て
、

消
防
費

三
億
六
、
九
八
二
万
八
千
円

じ
Ａ
か
い

し
尿
、
塵
芥
（
ゴ
ミ
収
集
）
処
理
費

二
億
八
、
一
八
一
万
二
千
円

火
葬
場
・
斎
場
建
設
事
業
費

二
億
五
八
七
万
五
千
円

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
萩
市
と
十
王
町
の
分
担
金

は
そ
れ
ぞ
れ

高
萩
市

六
億
五
、
七
九
三
万
円

十
王
町

二
億
八
、
○
九
四
万
七
千
円

と
な
っ
て
お
り
、
分
担
金
総
額
は
、
九

億
三
、
八
八
七
万
七
千
円
で
す
。

こ
の
事
務
組
合
の
予
算
総
額
を
高
萩

市
の
分
担
金
に
相
応
す
る
経
費
に
置
き

か
え
る
と
七
億
七
、
四
八
四
万
五
千
円

の
事
業
費
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合

事
務
局
壷
二
二
’
二
九
一
七

昭
和
帥
年
度
の
予
算
主
な
し
ご
と

（
）

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
萩
市
．

十
王
町
の
全
人
口
の
約
四
万
五
千
人
余

の
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
を
、
焼

却
や
埋
め
立
て
な
ど
衛
生
的
処
理
を
行

い
、
生
活
環
境
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
と
く
に
、
効
率
の
良
い
作
業
や
経

費
の
節
減
を
図
る
た
め
に
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
日
ご
ろ
か
ら
次
の
三
つ
の
こ

と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
ゴ
ミ
の
減
量
に
心
が
け
る
。

○
ゴ
ミ
は
四
つ
の
種
類
に
分
け
て
、

決
め
ら
れ
た
日
時
に
。

○
集
積
所
は
利
用
す
る
人
が
協
力
し

い
つ
も
き
れ
い
に
。

燃
や
せ
る
ゴ
ミ
（
毎
週
二
回
）

台
所
の
生
ゴ
ミ
、
紙
く
ず
、
燃
や
し

て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
ゴ
ミ
な
ど
。

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
（
毎
月
二
回
）

塵
芥
雪
…
収
集
》
鯉
理
の
し
ご
と
塾
一

畦

施

瀞

い

一戸

〕

（
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
）
健

ヨ
ミ
収
集
》
処
理
の
堂

（
北
部
衛
生
セ
ン
タ

ゴ
ミ
の
分
け
か
た
は
こ
の
よ
う
に

陶
磁
器
類
、
ゴ
ム

類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
、
ビ
ニ
ー
ル
類
、

そ
の
他
の
燃
や
せ
な

い
ゴ
ミ
な
ど
。

資
源
ゴ
ミ

（
毎
月
一
回
）

紙
類
、
布
類
、
ピ

ン
類
、
金
属
類
、
家

庭
電
化
製
品
な
ど
。

粗
大
ゴ
ミ

（
年
四
回
）

家
具
類
、
寝
具
類
、

建
具
類
な
ど
。

※
金
属
製
の
も
の
は

資
源
ゴ
ミ
で
す
。

ま
た
、
乾
電
池
は

資
源
ゴ
ミ
の
収
集
日

の
う
ち
三
か
月
に
一

回
収
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
地

域
の
ゴ
ミ
分
別
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

念
二
三
’
六
八
八
六

（
》

焼却炉に投入された可燃ごみの組成（昭和59年度） 搬入ごみの処理処分比率 （昭和59年度）
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昨
年
、
新
庁
舎
の
完
成
に
伴
い
、
常

備
消
防
の
充
実
と
消
防
力
の
強
化
が
図

ら
れ
、
警
防
・
予
防
活
動
、
災
害
発
生

の
未
然
防
止
な
ど
安
全
対
策
に
つ
い
て

も
一
段
と
強
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

吉
田
秀
吉
高
萩
市
議
会
議
長
は
、
五

月
二
十
九
日
伽
、
日
比
谷
公
会
堂
で
、

中
曽
根
総
理
大
臣
、
衆
参
両
院
議
長
を

は
じ
め
来
賓
多
数
ご
臨
席
の
も
と
開
催

さ
れ
た
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

の
席
上
に
て
、
特
別
表
彰
の
栄
誉
に
浴

し
ま
し
た
。

議
長
在
職
十
二
年
は
関
東
で
は
初
め

て
で
、
全
国
で
も
過
去
に
一
人
。
当
日

は
、
特
別
表
彰
の
三
名
と
一
般
表
彰
を

含
め
た
九
十
九
名
を
代
表
し
て
受
章
、

ま
た
、
議
員
、
職
員
表
彰
者
総
数
四
千

二
百
九
十
四
名
を
代
表
し
て
謝
辞
を
の

べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
だ
ち
、
関
東
市
議
会
議
長

全
国
市
議
会
議
長
会

か
ら
特
別
表
彰

～
議
長
在
職
十
二
年
以
上
～

ノ

ー
消
防
（
救
急
）
の
じ
こ
と
」

吉田秀吉

議長

会
・
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

で
も
特
別
表
彰
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。同

氏
は
、
市
議
会
議
員
と
し
て
三
十

四
年
余
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
在
職
、

特
に
、
議
長
在
職
中
は
、
学
校
の
統
廃

合
、
東
小
学
校
・
高
萩
陸
橋
・
花
貫
ダ

ム
の
建
設
、
松
久
保
工
業
団
地
造
成
等

数
々
の
業
績
を
残
さ
れ
、
高
萩
市
発
展

の
た
め
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

剣
特
別
表
彰
を
受
け
る
吉
田
議
長

さあ、火事を

知らせなくては／

ー

ま
た
、
救
急
の
し

ご
と
に
つ
い
て
も
、

事
故
、
急
病
な
ど
人

命
尊
重
の
立
場
で
、

ス
ム
ー
ズ
な
業
務
を

行
い
、
そ
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

消
防
の
し
ご
と
に

つ
い
て
大
き
く
分
け

て
み
ま
す
と
、

①
火
災
の
消
火
、
調

査
、
予
防

②
け
が
人
な
ど
救
急

の
し
ご
と

③
石
油
な
ど
の
危
険

物
の
規
制

④
地
震
や
風
水
害
時

の
警
戒

⑤
遭
難
者
な
ど
の
捜

索
、
救
助

な
ど
の
五
つ
に
分
類

で
き
ま
す
が
、
こ
の

他
に
も
、
そ
の
し
ご

と
は
非
常
に
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

消
防
本
部

壷
二
二
’
二
二
五
八

事故種別救急出場件数及び搬送人員（昭和59年度） 原因別出火件数（昭和59年度）

／
'鋤災害12 （1.6）

)Ⅱ害9(1.2）

急病377
／

ﾉ

仁
ー

、
il害10 (1.3)

動災害11 （1.5）、急病362 1
、、

、

昭
和
六
十
年
度
か
ら
二
か
年
継
続
事

業
で
、
現
在
の
火
葬
場
の
西
側
に
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
一
部
二
階
建
（
約

一
、
一
四
六
“
、
）
の
火
葬
場
、
斎
場
を

建
設
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
六

十
二
年
度
か
ら
、
斎
場
を
使
用
し
た
通

夜
並
び
に
告
別
式
な
ど
を
執
り
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

花
貫
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、
高
萩
市
と

十
王
町
の
共
同
事
業
に
よ
り
建
設
さ
れ
、

そ
の
後
、
増
設
、
改
造
を
行
い
現
在
一

日
六
十
六
Ｍ
の
処
理
能
力
を
も
つ
施
設

で
す
。
昭
和
五
十
九
年
度
の
一
日
当
た

り
の
処
理
量
は
、
約
五
十
三
Ｍ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
水
洗
汲
取
式
の
ト

イ
レ
の
急
増
に
伴
い
、
排
出
量
も
増
加

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

汲
み
取
り
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

四
、
五
日
ぐ
ら
い
前
に
直
接
業
者
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

汲
取
業
者

高
萩
清
掃
社
盆
二
二
’
二
六
五
三

飯
島
清
掃
社
念
二
二
’
二
二
六
三

十
王
清
掃
社
念
三
二
’
五
五
○
五

一
ｂ
尿
拠
騨
捌
搦
雛
詑
踵
Ｊ
一

藷
零
謹
鍼
野
瀞
蕊

辮
蕊
襟
》
灘
蕊
潔

花
貫
衛
生
セ
ン
タ
ー

念
二
二
’
四
三
一
八

１
訓
吋
‐
叩
川
利
‐
叩
》

。
斎
場
の
建
設

廷

3
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:振興副部会長

安島松夫
安良川

（選挙）

大部昭雄
秋山

（選挙）

癖
佐川好男
大能

（選挙）

鈴木次男
上手綱

零
会長代理

神長良道
上手綱

（選挙）

i"

鈴木徳男
上手綱

（選任＝議会）

#
認
"い

茂又新平
上手綱

（選挙）

あ
た
ら
し
い
農
業
委
員
き
ま
る

会長代理 会 長

佐藤敏雄 安村 実
島名 安良川

（選挙） （選任＝議会）

振興部会長

鈴木 栄
赤浜

（選挙）

坂本孝太郎

宅＝

佐川 保
卜君田

（選挙）

柴田硬円
アー ぐ立

口 イ屯

（選挙）

一一一一一一一一

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
は
、
四
月
十
七
日
に

告
示
さ
れ
十
六
人
の
公
選
委
員
が
無
投
票
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
農
協
推
せ
ん
委
員
一
人
と
議
会
推
せ
ん
委
員
五
人
が
市
長
か
ら

選
任
さ
れ
、
今
後
、
三
年
間
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
市
の
農
業
行
政
の

秋山

(選挙）

（
》

隆一
吾
戸
麹
一

一
亘
同
一
局
犀
睦

大

霧 一一一一一一一一一一

＊順不同敬称略柴田弘文
本町

（選挙）

松本 基矢代洋三
安良川

（選任＝議会）

下君田

(選挙）(選挙）

（
》

…

坂本富哉
秋山

（選挙）

鈴木本茂
上手綱

（選任＝議会）

菊地茂明 滝 英雄
中戸川 下手綱

（選任＝農協） （選挙）

大高一雄
安良川

（選任＝議会）

農
地

Ｔ
年
金後
継
者
対
策
な
ど

幅
広
い
農
業
委
員
会
の

仕
事

農
業
委
員
会
は
、
農
業
、
農
業
者
の

利
益
代
表
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
、
農

業
構
造
政
策
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、

次
の
よ
う
な
業
務
を
行
い
ま
す
。

以
上
が
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る
主

な
業
務
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
農
業
者
年

金
、
後
継
者
対
策
、
税
金
、
制
度
資
金
、

労
災
保
険
な
ど
、
農
業
者
の
く
ら
し
と

経
営
に
直
接
か
か
わ
る
業
務
も
農
業
委

員
会
の
仕
事
で
す
。

農
業
委
員
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
念
二
三
’
一
二
一
一
内
線
四

四
二
へ
ど
う
ぞ

○
農
用
地
利
用
増
進
法
に
よ
る
農
地
流

動
化
の
促
進

○
農
業
振
興
計
画
の
樹
立
及
び
実
施
の

推
進

○
農
業
経
営
の
合
理
化
及
び
農
家
の
生

活
改
善

○
行
政
庁
に
対
す
る
建
議
及
び
諮
問
に

対
す
る
答
申

○
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
の
貸
借
、
売

買
や
転
用
許
可

○
農
地
の
交
換
分
合

○
農
地
の
利
用
関
係
の
あ
っ
せ
ん
及
び

争
議
の
防
止

4
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元
茨
城
県
商
工
会
連
合

会
副
会
長
沼
野
義
次
氏

”
Ｉ
安
良
川
六
七
九
Ｉ

は
、
永
年
に
わ
た
り
、
商

工
会
活
動
に
尽
力
さ
れ

高
萩
市
歯
科
医
師
会

会
長
若
松
政
次
氏
”
Ｉ

大
和
町
一
’
二
七
Ｉ
は

永
年
に
わ
た
り
、
市
内

の
歯
科
衛
生
、
予
防
、

琴と

勲五等双光旭日菫を

受章されました

た
功
績
に
よ
り
、
勲
五

氏

等
双
光
旭
日
章
を
受
章

次義
さ
れ
ま
し
た
。

沼
野
義
次
氏
は
、
昭

予里沼
和
二
十
九
年
家
業
の
製

菓
業
の
代
表
取
締
役
と
な
っ
て
以
来
、

市
内
の
商
店
会
の
連
合
化
に
尽
力
さ
れ
、

昭
和
三
十
五
年
の
商
工
会
結
成
に
も
東

奔
西
走
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
に
高
萩
市
商
工
会
長

に
就
任
、
自
己
財
源
の
確
保
、
部
会
制

度
の
設
置
な
ど
に
努
め
、
商
工
会
の
活

性
化
、
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
、
県
商
工
会
連
合
会
副

会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
社
会
的
に
も

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

保
健
思
想
の
普
及
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た

功
續
に
よ
り
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

若
松
政
次
氏
は
、
昭
和
十
二
年
に
多

賀
郡
高
萩
町
に
歯
科
医
師
と
し
て
開
業
、

以
来
今
日
ま
で
、
実
に
四
十
七
年
余
の

長
き
に
わ
た
っ
て
、
学
校
保
健
の
重
要

性
を
深
く
認
識
さ
れ
、
献
身
的
な
努
力

を
払
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
幼
児
、
児

童
、
生
徒
の
予
防
歯
科
・
口
腔
検
診
な

ど
幅
広
い
活
動
を
展
開
さ
れ
、
学
校
保

氏
健
の
振
興
、
発
展
に
尽

次
く
さ
れ
る
と
と
も
に
、

政

社
会
的
に
も
大
き
な
貢

松若

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ー

茨
城
県
議
会
議
員
大
久
保
清
氏
が

藍
綬
褒
章
を
受
章
／
，

茨
城
県
議
会
議
員
大
久
保
渭
氏
㈱

Ｉ
秋
山
三
、
○
四
四
Ｉ
は
、
永
年
に

わ
た
り
地
方
自
治
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、
春
の
褒
章
で
藍
綬
褒
章

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
春
の
褒
章

受
章
者
は
、
県
内
で
十
九
人
、
藍
綬

褒
章
と
は
、
教
育
、
社
会
福
祉
、
厚

生
保
護
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
人
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。

大
久
保
清
氏
は
、
昭
和
三
十
年
十

一
月
高
萩
市
議
会
議
員
に
当
選
以
来

五
期
十
九
年
に
わ
た
り
、
教
育
、
福

祉
、
環
境
の
向
上
な
ど
に
多
大
の
貢

献
を
さ
れ
、
高
萩
市
の
発
展
に
尽
く

し
た
功
績
は
き
わ
め
て
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
五
十
年
一
月
に
は
、
茨

城
県
議
会
議
員
に
当
選
、
現
在
ま
で

三
期
十
年
に
わ
た
り
、
福
祉
、
医
療

行
政
な
ど
の
、
県
民
生
活
に
密
接
な

分
野
を
中
心
に
県
議
会
活
動
を
続
け
、

こ
れ
ら
の
功
續
が
認
め
ら
れ
て
今
回

の
受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

”
春
の
褒
章
“

大久保清氏

▽ dⅡI H△111 1 1m.↓ ″ 1ⅡI1H ’再 1 1 1】 ﾛⅡI］■ F qppBpD .■ BⅡ hⅡb 尾Ⅱ Ⅱ1 Ⅱ b］

市
で
は
、
今
年
も
次
の
二
十
人
の
か

た
が
た
を
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
し
、

五
月
二
十
三
日
附
に
第
一
回
市
政
モ
ニ

タ
ー
連
絡
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

高
堀
恭
二
（
本
町
）
、
安
原
敏
三
春
日

三
瓶
正
人
（
大
和
町
）
、
和
知
久
子

一
画
■
二
一
二
臣
■
二
一
二
三
■
三
三
臣
■
三
三
一
』
字
三
画
・
呂
冨
弓
“
呂
呂
弓
’
三
二
臣
■
二
一
三
■
三
二
一
孟
■
室
三
二
』
■
二
二
三
■
二
二
臣
■
三
二
畳
■
三
二
二
』
■
二
一
三
二
■
二
二
一
底
■
二
二
宝
■
写
二
二
■
二
一
三
Ｅ
■
三
二
三
■
二
三
三
』
■
二
二
三
■
二
二
一
厘
■
三
三
一
毒
■
二
二
三

瀕

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
幅湿

つ
い
て
印

市
議
会
だ
よ
り

・
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
一
般
会
帖醸

計
補
正
予
算
（
第
六
号
）
割

第
二
回
市
議
会
臨
時
会
（
四
月
）
“

土
木
費
の
土
地
区
画
整
理
費
及
帥

昭
和
六
十
年
第
二
回
高
萩
市
議
会
臨
び
街
路
事
業
費
の
地
方
債
充
当
率
帖窟

時
会
が
四
月
二
十
二
日
に
開
か
れ
、
高
の
引
き
上
げ
に
よ
る
補
正
酬

萩
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
（
議
会
繰
越
明
許
費
補
正
は
、
下
君
田
牝

推
薦
委
員
五
名
）
、
専
決
処
分
の
承
認
地
区
農
道
改
良
事
業
が
年
度
内
工
岬Ⅱ廟

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
以
上
二
件
事
が
完
成
さ
れ
な
い
た
め
の
繰
越
帥

を
推
薦
並
び
に
承
認
い
た
し
ま
し
た
。
・
高
萩
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
及
晒塚

内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
び
高
萩
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
副

す
。
咽
部
改
正
に
つ
い
て

一

淑

、

川

○
高
萩
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
Ⅱ

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
個
噛竃

つ
い
て
（
議
会
推
薦
委
員
五
名
）
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
関
係
の
叩

・
安
村
実
（
敬
称
略
）
負
担
調
整
措
置
、
特
別
土
地
保
有
叩

・
鈴
木
本
成
税
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
消
費
岬

廟

・
鈴
木
徳
男
税
の
改
正
で
す
。
列

・
大
高
一
雄
議
会
事
務
局
岬

幻

・
矢
代
洋
三
噸

「

琢

三
員
一
三
一
頁
’
三
一
■
三
一
一
■
’
’
三
■
一
三
一
■
三
一
頁
’
三
受
一
一
三
更
三
一
国
三
一
頁
一
三
■
一
一
三
■
’
’
三
閏
三
二
■
二
三
里
一
三
貝
一
一
三
頁
一
一
三
更
一
三
昌
一
三
一
■
三
一
蜀
一
三
■
｜
三
田
’
’
三
薗
三
一
員
一
三
要
三
員
一
三
■
一
三
一
員
一
三
昌
三
一
艮
一
訶

一 率

一

ー

会
議
開
か
れ
る

政
モ
ニ
簿
ｆ

（
東
本
町
）
、
関
山
英
子
（
高
浜
町
）
、
大

部
公
子
（
有
明
町
）
、
天
童
忠
（
肥
前
町
）
、

二
瓶
完
治
（
高
萩
）
、
沼
田
政
男
（
安
良

川
）
、
柴
田
耕
作
（
石
滝
）
、
大
森
幹
男

（
島
名
）
、
宇
佐
美
威
（
秋
山
）
、
袴
塚
千

鶴
子
（
高
戸
）
、
鈴
木
智
恵
子
（
赤
浜
）
、

斎
藤
勝
美
（
下
手
綱
）
、
照
沼
健
一
（
上
手

綱
）
、
柴
田
英
利
（
若
栗
）
、
佐
川
精
一

（
大
能
）
、
宇
野
不
二
子
（
下
君
田
）
、
豊

田
守
（
上
君
田
）

5
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科学万博

私
が
一
番
印
し
よ
う
に
残
っ
た
の
は

日
立
グ
ル
ー
プ
館
で
し
た
。
「
も
う
す

ぐ
は
じ
ま
る
よ
。
」
と
石
川
先
生
の
声
が

近
く
で
し
ま
し
た
。
わ
あ
は
じ
ま
っ
た

犬
の
ボ
ブ
や
猫
、
ね
ず
み
、
昔
か
ら
今

ま
で
の
事
、
そ
し
て
、
未
来
の
事
ま
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
話
し
を
き
い
て

い
る
う
ち
、
も
う
五
分
が
た
ち
、
最
後

の
立
体
映
画
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
い

一
番
見
た
か
い
が
あ
っ
た
の
は
、
日

立
館
の
立
体
映
像
で
す
。
エ
イ
リ
ア
ン

が
飛
び
出
し
て
き
た
り
、
ロ
ケ
ッ
ト
が

ぶ
つ
か
っ
て
き
た
り
し
て
と
て
も
迫
力

が
あ
り
ま
し
た
。
茨
城
パ
ビ
リ
オ
ン
で

は
、
花
貫
ダ
ム
や
海
岸
を
す
ご
い
ス
ピ

ー
ド
で
写
す
映
像
に
お
ど
ろ
き
、
気
持

ち
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
テ

ー
マ
館
で
は
、
一
、
九
三
九
個
も
の
ト

マ
ト
が
、
た
っ
た
一
本
の
木
に
な
っ
て

い
る
の
で
と
て
も
不
思
議
で
し
た
。
想

像
し
た
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
な
所
で
、

お
ど
ろ
い
た
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

心
臓
が
ド
キ
ド
キ

す
ご
い
迫
力

;…&…

（
）

君田小6年 東小6年

国分純
さん

四戸信子
さん

ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
な
っ
た
よ
う

横
川
小
で
は
、
予
約
申
込
み
が
通
り
、

続
け
て
五
つ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
と
、
更
に

歴
史
館
、
テ
ー
マ
館
が
見
学
で
き
た
。

特
に
鉄
鋼
館
が
印
象
に
残
っ
た
。
ス

テ
レ
オ
ビ
ジ
ョ
ン
方
式
に
よ
る
立
体
映

像
が
楽
し
め
た
。
「
永
遠
な
る
鉄
と
人

間
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
宇
宙
か
ら
古

代
、
現
代
、
未
来
の
鉄
の
ド
ラ
マ
が
展

開
さ
れ
た
。
メ
ガ
ネ
を
か
け
る
と
大
画

面
か
ら
飛
び
出
し
て
見
え
る
。
本
当
に

び
っ
く
り
し
た
。
や
り
の
先
が
目
の
前

わ
ず
か
数
セ
ン
チ
ま
で
せ
ま
っ
て
き
た

り
、
ま
る
で
刀
で
切
ら
れ
た
よ
う
な
感

じ
で
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
な
っ
た
よ
う

歩
へ
一
○ っ

そ
う
心
ぞ
う
が
ド
キ
ド
キ
な
り
ま
し

た
。
立
体
映
画
は
迫
力
が
あ
り
、
エ
イ

リ
ァ
ン
が
出
て
き
た
り
、
い
ん
石
が
ぶ

つ
か
っ
て
く
る
シ
ー
ン
は
す
ぱ
ら
し
か

つ
き
」
Ｏ

》
ノ
ノ今

度
は
僕
が
ガ
イ
ド
役

前
日
ま
で
は
、
人
気
パ
ビ
リ
オ
ン
を

つ
全
校
で
見
学
し
て
、
そ
れ
か
ら
は

君田中3年

鈴木裕次
ぐん

横川小6年

大島俊也
＜ん

も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い

科
学
万
博
に
行
っ
て
見
て
、
思
っ
た

よ
り
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

は
じ
め
に
、
テ
ク
ノ
コ
ス
モ
ス
に
乗

り
ま
し
た
。
次
に
ダ
イ
エ
ー
館
に
入
り

ま
し
た
。
入
っ
て
か
ら
、
シ
ャ
ボ
ン
玉

が
た
く
さ
ん
飛
ん
で
き
て
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
回
り
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
な

り
、
い
ろ
い
ろ
な
海
や
山
を
映
し
ま
し

た
。
私
は
自
分
が
飛
行
機
に
乗
っ
て
い

る
み
た
い
で
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
。
終
わ
っ
た
あ
と
も
、
し
ば
ら
く

は
興
奮
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
で
き
れ

ば
、
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

班
ご
と
に
行
動
し
、
あ
と
一
つ
か
二
つ

時
間
を
か
け
て
回
る
予
定
だ
っ
た
。
で

も
、
新
聞
の
特
別
記
事
を
読
ん
だ
先
生

が
た
の
は
か
ら
い
で
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
館
．

鉄
鋼
館
・
講
談
社
ブ
レ
イ
ン
ハ
ウ
ス
・

三
菱
未
来
館
の
四
つ
を
ゆ
っ
く
り
見
ら

れ
た
の
は
幸
運
だ
っ
た
。
大
満
足
の
う

ち
に
未
来
の
科
学
に
対
す
る
夢
を
持
た

せ
て
も
ら
え
た
。
た
め
に
な
る
楽
し
い

一
日
だ
っ
た
。

も
う
一
度
家
の
人
た
ち
と
来
て
、
今

度
は
、
僕
が
ガ
イ
ド
役
を
引
き
受
け
て

父
や
母
を
案
内
し
て
や
り
た
い
。

（
）

松岡中3年

熊谷恵美
さん

★
★
★
★
★
恥
★
★
★
★

視
聴
覚
ラ
イ
ワ
ラ
リ
ー

￥
ず
満
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

教
育
委
員
会
で
は
が
十
六
ミ
リ
暎
写

機
操
礁
認
定
証
取
得
講
習
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
一

と
さ
堂
ハ
月
二
千
九
職
出
午
煎
決
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
職

と
こ
感
〆
市
立
図
書
館
蕊
議
室
霞
蔭
）

対
象
者
子
ど
も
会
指
導
者
、
教
育
関

軸

認

係

毒

蕊

そ

の

篭

高

校

篭

以

上

い
の
希
望
者
那

講
甑
県
規
聴
覚
駕
壜
阜
￥
蕊

胸
田
中
鉱
一
郎
先
生
恥

受
講
澱
七
冨
関
＃
島
“

※
お
申
し
込
み
ぱ
、
受
講
料
を
添
え
て

市
立
図
書
館
、
親
聴
覚
認
封
ブ
ラ
け
１
《

粋までど涙うぞ。殻二三》叩七一七四

○
視
溌
境
一
フ
函
毎
や
叙
弘
壺
狂
…
汗
壼

ミ
リ
フ
イ
ル
ム
百
四
十
八
本
（
教
育
、

ア
ニ
メ
、
劇
映
画
な
ど
）
、
八
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
四
百
六
十
蕊
本
、
《
麓
デ
オ
ニ
子
本

（
教
育
用
な
軍
）
を
準
備
し
て
貸
し
出

し
に
鯨
え
て
い
蚤
す
．
聡
年
の
貸
じ
出

し
総
数
は
約
一
二
百
件
（
月
平
均
二
、
十
五

件
）
で
琴
が
、
篭
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

利
用
を
お
待
ち
じ
て
い
ま
す
。

い
ば
ら
き
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
、
今
度

「
整
理
券
方
式
」
を
採
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
パ
ビ
リ
オ
ン
入
口
前
で

一
日
六
回
配
布
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

い
ば
ら
き
パ
ビ
リ
オ
ン
か
ら
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膳
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流
も
あ
り
、
寒
さ
も
そ

様

轤
と
神
十
殿
の
神
が
畑
を
漣
ゞ
て
つ
ま
ず
き
、

》
鋪
俗
謹
ｊ
諄
、
、
か
”

く

「
胡
麻
を
作
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
」
と
い
つ
”
目
を
突
い
た
と
い
い
、
新
潟
県
小
千
谷
》
こ
と
な
ど
環
境
の
影
響
が
あ
る
の
だ
ろ

目
１
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
市
の
白
山
神
社
の
神
も
胡
麻
で
片
目
を
》

一
綱
民
華
癖
志
己
貴
命
一
打
ぉ
を
む
ち
鋤
み
こ
と
》
で
唾
ゲ
ン
》
シ
ボ
タ
ル
鋤
名
所
と
し
て
有
名

で
田
ご
れ
ら
の
十
殿
神
社
の
祭
神
は
、
大
怪
我
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

》
ホ
タ
ル
の
舞
う
ふ
る
さ
と

１
１
Ｉ
…

あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
な
ぜ
十
殿
蕊

》
高
垂
神
社
鋤
神
様
が
大
角
豆
や
胡
麻
で
Ｈ
灘
鐸
憲
と
↓
↑
ろ
は
、
唇
ぜ
か
『
日
本
列
島
に

榊
ポ
ッ
ン
ポ
ッ
ン
と
点
在
し

》
突
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
胡
麻
な
ど
で
目

る

》
高
萩
市
上
君
田
で
は
昔
、
十
を
突
く
の
は
、
高
萩
市
の
十
殿
神
社
の
》
て
い
る
。
謎

潤

一
》
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は
、
才
の

》
殿
神
社
の
神
様
が
大
角
豆
（
さ
神
様
だ
け
で
は
な
い
。
ほ
か
に
も
お
い
節

》
さ
げ
）
の
っ
た
に
足
を
か
ら
め
で
に
な
る
の
で
あ
る
。
社
》
ス
メ
ス
と
も
そ
れ
ぞ
れ
、
へ
蜘

紳
》
イ
ケ
ボ
タ
ル
よ
り
大
型
で
率
一

》
て
転
び
、
胡
麻
（
ご
ま
）
で
目
福
島
県
南
会
津
郡
田
島
町
の
田
出
宇

》
を
突
い
た
の
で
、
氏
子
は
み
ん
賀
神
社
の
祭
神
牛
頭
天
王
は
、
胡
麻
で

叶
鍛
光
が
ゆ
っ
く
り
点
滅
す
る
。

ヒ
ヒ

》
な
大
角
豆
と
胡
麻
は
作
れ
な
い
目
を
突
い
た
と
い
わ
れ
る
。
同
郡
の
桧

鎧
》
光
る
部
分
は
、
両
種
と
も
る

《
一
難
誹
朏
陶
洲
》
鶴

》
と
い
う
。
枝
岐
村
で
も
昔
、
氏
神
様
が
里
芋
（
さ

”

下
君
田
や
大
能
の
十
殿
神
社
と
い
も
）
の
か
ら
で
足
を
滑
ら
せ
、
胡

オスは2節光るメスは1節のみ光る

鰯赤

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ら
れ
ま
し
た
か

六
月
は
国
民
年
金
保
険
料
第
一
期
分

（
四
月
～
六
月
）
の
納
期
で
す
。

「
つ
い
う
っ
か
り
」
と
か
「
後
で
ま
と

め
て
納
め
る
か
ら
」
な
ど
の
理
由
で
保

険
料
が
未
納
に
な
っ
て
い
ま
す
と
、
不

慮
の
事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
障
害

者
や
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
支
給
さ

れ
る
障
害
、
母
子
年
金
の
受
給
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
老
齢
年

金
、
通
算
老
齢
年
金
を
請
求
す
る
と
き

期
間
不
足
で
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
保
険
料
は
、
必
ず
納
期

内
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 ー

〉〉〉

四
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し
い
ひ
さ
お
く
ん
（
五
歳
）
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いもようが

‐

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
情

い
色

雷

違
う
の
で
一
見
し
て
わ
か

る
。
市
内
で
は
、
六
月
中
旬
こ
ろ
か
ら

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
ひ
と
あ
し
早
く
光
り

出
す
。
君
田
中
学
校
と
、
大
能
子
供
会

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
ふ
や
そ
う
と

取
組
ん
で
い
る
。
上
、
下
君
田
や
、
大

能
で
、
大
き
く
て
目
立
つ
光
り
方
を
す

る
ホ
タ
ル
が
い
た
な
ら
左
記
へ
連
絡
し

て
ほ
し
い
。

①
君
田
中
学
校
狂
㈱
０
４
０
２

②
土
岳
子
供
会
後
援
会
長

佐
川
邦
夫
壷
㈱
０
３
０
０

成
虫
（
ホ
タ
ル
）
は
、
た
っ
た
、
二

週
間
く
ら
い
で
死
ん
で
ゆ
く
。
そ
の
成

虫
の
間
、
水
を
の
む
だ
け
で
、
メ
ス
は

七
百
個
以
上
も
卵
を
生
む
。
メ
ス
は
け

っ
し
て
と
ら
ず
、
す
ぐ
、
野
に
放
し
て

も
ら
い
た
い
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

む
ね
の
も
よ
う
が
這
う

；
ﾉレ胤
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私の

チャーム

ポイント

ピ
ヵ
ピ
ヵ
の
社
会
人
一
年
生
で
～
吏

今
度
手
綱
工
業
団
地
に
進
出
し
た
、
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ニ
ッ
ヵ
ン
エ
業
株
式
会
社
に
、
四
月
あ
っ
た
り
す
る
ん
で
す
…
・
」
ず
っ
と
‐

か
ら
入
社
、
新
し
い
会
社
の
第
一
回
生
住
み
た
い
？
と
尋
ね
る
と
、
「
う
～
ん
、
Ⅲ

川

で
す
。
「
は
じ
め
て
の
お
給
料
を
も
ら
そ
こ
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
…
。
少
し
家
‐

っ
た
時
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
は
違
っ
た
を
離
れ
て
み
た
い
な
と
い
う
気
も
し
ま
川

感
激
で
し
た
ね
。
ち
ょ
う
ど
父
の
誕
生
す
。
」
と
小
さ
な
声
、
趣
味
は
音
楽
鑑
賞
叩

日
が
あ
っ
た
の
で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
特
に
歌
謡
曲
と
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
Ⅲ

っ
た
り
、
家
に
も
ち
ょ
っ
と
だ
け
入
れ
が
好
き
。
学
生
時
代
は
幼
児
教
育
を
学
‐

た
り
し
ま
し
た
…
・
」
と
親
思
い
の
一
面
び
、
幼
稚
園
の
先
生
か
保
母
さ
ん
に
な
州

も
。
り
た
か
つ
た
と
い
う
。

ｌ
ｌ
Ｌ
局
萩
は
い
い
所
だ
と
思
う
？
Ｉ
Ｉ
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
？
Ｉ

「
海
と
山
が
あ
っ
て
、
自
然
環
境
に
は
「
ご
ら
ん
の
と
お
り
さ
っ
ぱ
り
し
て
Ⅲ

恵
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。
で
も
若
い
人
が
い
る
と
こ
ろ
か
な
。
」
血
液
型
は
Ｏ
型
、
Ⅲ

少
な
い
の
か
な
。
も
う
少
し
都
会
的
な
今
年
成
人
式
を
迎
え
た
ば
か
り
の
、
若
川

雰
囲
気
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。
ま
さ
い
っ
ぱ
い
の
典
子
さ
ん
で
す
。

だ
ま
だ
古
い
昔
の
風
習
に
と
ら
わ
れ
て
※
次
は
、
矢
吹
聖
子
さ
ん
（
秋
山
）
に
Ⅲ

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
く
い
違
い
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

I

クイズたかはぎあれこれ〆 、

ただたか

江戸時代後期、伊能忠敬が全国を測量して「大

日本沿海輿地全図」を完成しましたが、 この伊能

忠敬より半世紀ほど前に、高萩市出身の人が日本

で初めて経緯線を用いた日本図を作り、明治に至

るまで広く使われました。この郷土の先人は誰で

しょう。

1 ． 鈴木玄淳

2 ． 長久保赤水

3 ． 松村任三

答えのわかったかたは、市民活動課広報広聰係

まではがきでお知らせください。正解者（1名）

は、市報7月号で紹介し粗品を差し上げます。

また、高萩に関するクイズで、出題や解答がひ

ろく市を紹介するような問題がありましたら、 あ

わせてお知らせください。
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砧
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▽

０

口

．

△

争
ク
イ
ズ
た
か
は
ぎ
あ
れ
こ
れ

前
号
の
答
え

２
、
へ
び
の
邪
気
を
除
く
た
め

●
●
。
。
舐
．
吃
・
・
…
・
口
唇
’
．
γ
ｆ
●
．
’
。
●
．
、
’
ず
●
ロ
ー
’
，
●
１
口
・
・
●
Ｊ
ｏ
ｑ
ｑ
●
，
．
●
●
’
，
ｊ
ロ
‘
’
ｒ
●
’
１
●
ｌ
ｏ
ｑ
‘
合
ｔ
、
●
。
Ｌ
‐
●
．
、
．
舎
丸
’
ず
、
．
ｒ
ｏ
．
Ｊ
，
．
●
、
。
く
，
〆
弛
’
。
。
‐
唇
’
’
・
舎
兇
ｒ
●
’
咄
．
・
ロ
１
，
口
ｆ
，
宮
．
‘
含
Ｌ
・
宮
。
Ｌ
・
宮

し
ょ
う
ぶ
は
、
古
く
か
ら
五
月
五
日

の
日
に
邪
気
を
払
う
も
の
と
し
て
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
軒
先
に
よ
も
ぎ
と
い

っ
し
ょ
に
飾
る
風
習
も
あ
り
ま
す
。

「
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
」
に
は
、
へ

び
の
子
を
み
ご
も
っ
た
娘
が
、
し
ょ
う

ぶ
湯
に
入
っ
て
、
へ
び
の
子
を
お
ろ
し

て
し
ま
う
話
等
か
ら
、
五
月
の
節
句
に
し

ょ
う
ぶ
湯
に
入
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

四
月
九
日
㈹
、
午
後
十
時
す
ぎ
に
有

明
町
地
内
で
発
生
し
た
火
事
を
早
期
発

見
、
初
期
消
火
、
通
報
な
ど
、
冷
静
、
沈

着
な
行
動
を
と
り
、
建
物
火
災
を
未
然

に
防
い
だ
と
し
て
、
消
防
署
か
ら
次
の

四
人
の
か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）
金
沢
京
子
、
金
沢
成
江
、

鈴
木
道
夫
（
以
上
有
明
町
）
、
金
沢
ひ
ろ

み
（
福
平
）

四
人
は
、
パ
チ
パ
チ
と
い
う
音
で
火

事
に
気
付
き
、
消
防
署
に
通
報
す
る
と

と
も
に
、
消
火
器
や
水
道
の
ゴ
ム
ホ
ー

ス
を
延
長
す
る
な
ど
し
て
、
チ
ー
ム
ワ

]■旧測
口■旧1

，白, Ⅱ■I
|■!｣|ﾛ

|鯛lHI

IMII|
|!IIIW
唱|:|*i
Jpl酌1
1■I■|■I

（

》

１
脈
｛
旧
『
」
旧
刈
４
”
旧

■
■
ｑ
Ｌ
■
酉
喜
一
■

岨
腿
旧
に
誰

Ⅲ

↑

Ⅱ

Ⅱ

Ｊ

Ⅲ

Ｉ

Ⅲ

Ⅱ

Ｊ

Ⅱ

Ｉ

伽

Ⅱ

Ⅱ

川

Ｊ

川

Ⅶ

Ⅵ

Ⅲ

汕

刈

機

側I

クイズの正解
－
ク
の
良
さ
で
火
事
を
消
し
止
め
ま
し

た
。
建
物
火
災
は
、
大
火
の
恐
れ
も
あ

り
、
初
期
消
火
の
大
切
さ
を
教
え
て
く

れ
た
今
回
の
四
人
の
行
動
で
し
た
。 藤田たまさん

秋山）

8



四
月
二
十
七
日
～
二
十

一
一
九
日
、
外
国
人
留
学
生
を

、し
招
待
し
て
「
高
萩
国
際
交

祁
》
琳
塩
恥
斌
瓢

吉
向
殖
で
に
四
十
五
か
国
四
百
ニ

ノ
ｒ
・
高
十
人
が
当
市
を
訪
れ
、
今

既
諦
聯
蝋
蹄
酬
蝋

の
家
庭
（
こ
れ
ま
で
最
高
）

一
つ

に
民
泊
し
ま
し
た
が
、
そ

よ
の
様
子
と
罫
の
家
族
御

か
た
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

靜欝

鳥:高萩国際父

▲にぎやかなパーティー

あいさつをする

大高市長

、〆

黄
俊
傑
さ
ん
は
日
本
に
留
学
し
て
二

カ
ラ
オ
ケ
も
歌
え
る
″

．
尚
ノ
シ
ュ
ン
ヶ
ノ
ッ

黄
俊
傑
さ
ん
（
台
湾
）
が
民
泊
し
た

帯
金
高
博
さ
ん
一
家
（
下
手
綱
）

去
年
か
ら
念
願
が
か
な
っ
て
、
今
年

は
二
度
目
の
経
験
で
す
。

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
、
ン
ヤ
ー
さ

ん
は
東
京
大
学
の
研
究
生
、
親
せ
き
の

人
が
泊
ま
り
に
来
て
く
れ
る
よ
う
な
、

気
軽
な
感
じ
で
迎
え
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
、
あ
ま
り
抵
抗
も
な

く
親
近
感
が
わ
い
た
よ
う
で
す
。

お
ふ
ろ
が
大
好
き
で
、
入
っ
た
ら
な

か
な
か
出
て
来
な
く
て
心
配
し
た
ん
で

す
。
日
本
の
お
ふ
ろ
は
す
ば
ら
し
い
発

明
だ
と
言
っ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
よ
。

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
さ

ん
（
ア
メ
リ
カ
）
が
民
泊
し
た
楯
計
司

さ
ん
一
家
（
島
名
）

日
本
の
お
ふ
ろ
大
好
き
″ ー

年
目
、
亜
細
亜
大
学
で
経
営
学
を
専
攻

す
る
熱
心
な
学
生
で
、
毎
日
深
夜
の
二

時
ご
ろ
ま
で
勉
強
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

日
本
語
が
上
手
、
食
事
も
何
で
も
Ｏ

Ｋ
、
た
け
の
こ
料
理
も
平
気
で
食
べ
て

く
れ
ま
し
た
。
で
も
納
豆
だ
け
は
食
わ

ず
嫌
い
と
か
。

カ
ラ
オ
ケ
を
歌
わ
せ
た
ら
、
う
ま
い

も
の
で
、
譜
面
を
み
な
が
ら
全
部
歌
え

る
ん
で
す
よ
。

子
ど
も
た
ち
も
喜
ん
で
、
パ
ー
テ
ィ

ー
会
場
で
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
を
作
っ

て
、
楽
し
そ
う
に
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
を

踊
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
の
だ

ん
ら
ん
の
意
味
で
も
と
て
も
よ
い
機
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

人
橦
は
違
っ
て
も
、
同
じ
こ
と
を
考

え
て
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

夏
休
み
に
ま
た
遊
び
に
来
て
く
れ
る

こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

蕊

_ノ、

城
戸
夏
男
陶
芸
展
が
開
か
れ
る

五
月
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
文
化
会

館
の
会
議
室
で
城
戸
夏
男
陶
芸
展
が
開

か
れ
ま
し
た
。
城
戸
氏
は
高
萩
市
の
出

身
者
で
、
日
展
入
選
十
九
回
を
は
じ
め

県
内
の
陶
芸
界
の
重
鎮
と
し
て
第
一
線

で
現
在
も
活
躍
中
で
す
。

ふ
る
里
の
生
ん
だ
陶
芸
家
の
力
作
を

一
目
見
よ
う
と
会
場
に
は
、
た
く
さ
ん

の
市
民
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

ｰ

;蕊職
"” ，蝉:織

感悪

力作にみとれて

み
ご
と
Ｖ
４
／
、

四
月
二
十
一
日
側
、
水
戸
市
見
川
総

合
運
動
公
園
で
、
県
内
の
児
童
福
祉
施

設
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
臨
海

学
園
チ
ー
ム
が
、
四
年
連
続
優
勝
の
栄

に
輝
き
ま
し
た
。

Ｆ
喜
び
の
臨
海
学
園
チ
ー
ム

灘



庖
隠
恥
鳴
恥
穏
恥
侶
恥
に
恥
鴨
巽
信
乳
層
恥
隠
恥
に
恥
に
恥
隠
恥
憶
乳
憶
鶏
鳴
恥
隠
鶉
に
船
幅
孔
伊
野
伊
憶
恥
隠
築
鳴
恥
隠
弘
隠
尖
隠
弘
に
繁
憶
緊
鳴
恥
隠
粂
隠
恥
隠
ａ
慮
恭

1 ）ていねいに

正しい歯みがき
あ
な
た
の
歯
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

乳
歯
を
ひ
ど
い
虫
歯
に
し
て
し
ま
う

と
ア
ゴ
の
発
育
が
悪
く
な
り
、
時
に
は

永
久
歯
が
早
く
頭
を
出
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ア
ゴ
の
発

育
と
歯
の
発
育
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
た

め
、
せ
っ
か
く
は
え
た
永
久
歯
は
、
歯

歯
の
病
気
を
防
ぐ
た
め
の
三
つ
の
注
意

こ
ん
に
ち
は
／
、
保
健
婦
て
す

蕊

蝉

蜂 …

舞息鋪$麺隆鴛霧驚

霧縛蕊
[ ,

轍 :開~･

饒癖;'W

霧'饗蕊

騨鍵 （2）歯によい食べもの

あごの運動も －

(2歳児歯科健診）
スルメ

あゆみ

豊田鮎美ちゃん(2歳)中央と

お母さんの正子さん
並
び
や
虫
歯
に
よ
っ
て
悪
影
響
を
受
け

ま
す
。
そ
う
す
る
と
食
べ
か
す
が
た
ま

り
や
す
く
、
歯
周
疾
患
（
歯
そ
う
膿
ろ

う
等
）
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

〃
ど
う
せ
抜
け
か
わ
る
歯
だ
か
ら
“
と

言
わ
ず
に
、
乳
歯
か
ら
予
防
に
心
が
け

ま
し
よ
シ
フ
。

舂日町3の35
（3）早期発見､早期治療

なおみ

お姉ちゃんの奈英美ちゃん（8歳）と

ブロック遊びや積み木で遊んでいるの。

何でも自分でやりたがり、おせっかい

な鮎美ちゃん。

りんごといちごが大好きです。

、
（
》

食
中
毒
が
最
も
多
く
、
こ
れ
は
、
海
水

温
が
二
十
度
を
超
え
る
と
盛
ん
に
増
殖

し
ま
す
。
魚
介
類
は
よ
く
加
熱
し
て
食

べ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
釣
っ
た
魚
介
類

は
す
ぐ
に
五
度
以
下
に
冷
蔵
し
、
ど
う

し
て
も
生
食
し
た
い
と
き
は
、
水
道
水

で
十
分
洗
浄
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

さ
ら
に
、
包
丁
、
ま
な
板
は
、
必
ず
熱

湯
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
三
十
歳
以
上

申
込
六
月
十
七
日
か
ら

二
十
二
日
ま
で
・
電
話
、
は
が

｝
つ
き
等
で
衛
生
課
へ

よ
料
金
五
百
円

副
実
施
日
七
月
一
日
か
ら
七

を
月
十
九
日
（
土
、
日
を
除
く
。
）

拳
迄
と
こ
ろ
市
役
所
（
七
月
一

検
日
～
十
七
且
秋
山
小
学
校

団
そ
月
十
八
日
～
十
九
旦

膜
じ
か
ん
午
前
六
時
～
七
時

胃
三
十
分
（
七
月
十
二
日
か
ら

十
七
日
ま
で
は
午
前
七
時
か

ら
八
時
三
十
分
）

※
詳
し
く
は
衛
生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
毎
内
線
三
六
三
・
三
六
四

正

耳
を〃

●

そ
ろ
そ
ろ
食

ズ
ン
で
す
。
海

す
る
腸
炎
ビ
ブ

食
中
毒
に

気
を
付

中
毒
の
シ
ー

水
中
に
生
息

リ
オ
に
よ
る

け
て
ノ

目＝ 目＝ 二＝

松
く
い
虫
の
予
防
事
業
に
つ
い
て
、
毎
年
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
被
害

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
国
や
県
と
協
力
し
て

六
月
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中
散
布
と
地

上
散
布
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
防
除
は
、
人
家
、
畜
舎
、
桑
園
、
牧
草
、

水
源
等
を
除
外
し
、
薬
剤
を
散
布
す
る
も
の
で

す
が
、
薬
剤
は
、
人
畜
、
鳥
類
に
対
し
て
影
響

は
少
な
く
、
土
中
に
入
る
と
分
解
が
早
く
、
安

全
性
の
高
い
松
く
い
虫
専
用
薬
剤
で
す
。

散
布
区
域
に
近
接
す
る
住
宅
の
場
合
は
、
大

変
で
も
散
布
中
は
雨
戸
を
閉
め
、
池
に
は
ビ
ニ

ー
ル
等
で
お
お
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
実

施
前
に
市
広
報
車
に
よ
り
広
報
し
ま
す
。

※
雨
天
、
風
速
三
ｍ
以
上
の
場
合
は
、
散
布
期

日
が
順
延
と
な
り
ま
す
。

若
者
同
志
の
交
流
を
広
め
な
が
ら
、

将
来
に
む
け
て
の
人
生
設
計
に
つ
い
て

大
い
に
語
り
あ
い
、
学
び
あ
お
う
。

．
と
こ
ろ
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

，
対
象
未
婚
の
男
女
五
十
名

●
会
費
千
円
（
教
材
費
）

●
申
込
六
月
一
日
か
ら
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
ま
で

壷
二
三
’
七
一
七
七

．
内
容
下
記
表
の
と
お
り
で
す
。

ヤ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
／
、

松
く
い
虫
防
除
の

空
中
散
布
等
に
ご
協
力
を
ノ
．

（
）

月 日曜日 内
上
丁

貰
日面積 場 〃T

和野・上手綱地区の民有林

日日

|日」方法

空中散布

〃

実施者

高萩市

容期 日

開講式,ｸﾘﾆ→｡：木
午後6時30分

～8時30分
6月25日㈹

6月26日(水）

ａｈＯ
０

９
０１

6月27日

6月28日
台高萩・秋山地区の民有林

上手綱・福平・赤浜・高戸
・秋山地区の国有林

森林公園周辺.高戸地区の民有林

〃

高萩市

高萩首ﾎ曙
金

一

火

水

ケーキ作りにチャレンジ

結婚への提言(1) （映画）

結婚への提言(2) （講話）

〃

125
日
日

２
３

月
月

７
７諦

一
諦

6月中旬

6月下旬

地上散布鵡

詔

ロ
同
二
口
向

〃

〃

午前10時～

午後2時

7月4日 木対話集会

鷲散布時間は， いずれも午前4時30分から9時30分までです。

（蕊曹擢農林課醗二洲 R |史跡めぐり
7月7日
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現
況
届
は
、
毎
年
一
回
、
す
べ
て
の

受
給
者
自
身
が
出
す
届
で
す
。
こ
の
届

を
提
出
し
な
い
と
、
六
月
分
以
降
の
児

童
手
当
等
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

六
月
中
旬
に
現
況
届
用
紙
を
送
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く

忘
れ
ず
に
！

児
菫
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届

地籍調査事業…．

高萩市では，昭和54年度から国土調査法に基づ

いて地籍調査を実施していますが， この調査は，

一筆ごとの土地について，所在，地番，地目，面

積，所有者を明確にするために行うものです。

地籍調査地区や昭和61年度に調査を行う基準点

設置地区内には，境界杭，基準杭（吉杭)､等を埋

設します。

なお，杭を抜いたり，他に移動しないよう注意

していただくとともに個人の所有地に立ち入りま

すので，格別のご配慮とご協力をお願いいたしま

す。

※詳しくは，農林課地籍調査係までおたずねくだ

さい。冠23-2111 内線452， 4532111 内線452，

大
北
川
総
合
開
発
事
業

（
小
山
ダ
ム
）
の
た
め
の

測
量
調
査
立
入
り
に
つ
い
て

だ
さ
い
ｃ

※
こ
ん
な
人
は
注
意
を
ｊ
、

昭
和
六
十
年
一
月
一
日
現
在
、
高
萩

市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
か
っ
た
人

は
、
前
住
所
地
市
町
村
長
の
児
童
手
当

用
の
所
得
証
明
書
を
。

特
例
給
付
を
受
け
て
い
る
人
（
厚
生

年
金
加
入
者
）
は
、
勤
務
先
か
ら
の
年

金
加
入
証
明
書
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

丑
二
三
’
二
一
二
内
線
二
三
三

大
北
川
総
合
開
発
事
業
（
小
山
ダ
ム
）

）

に
よ
る
付
替
県
道
（
県
道
北
茨
城
大
子

線
）
及
び
工
事
用
道
路
の
測
量
の
た
め

次
の
と
お
り
土
地
へ
の
立
入
り
を
し
ま

す
の
で
、
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
期
間
昭
和
六
十
年
六
月
十
日
か

ら
昭
和
六
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

調
査
場
所
①
大
字
横
川
地
先
（
常
磐

炭
砿
横
川
発
電
所
～
ユ
ナ
ヵ
フ
ス
橋
間

の
大
北
川
、
左
、
右
各
岸
一
・
○
伽
の

区
間
）②

大
字
上
手
綱
字
仙
道
坂
～
横
川
字

向
平
地
先
（
市
道
二
七
三
号
線
、
左
、

右
各
五
百
ｍ
の
区
間
）

※
詳
し
く
は
、
県
久
慈
水
系
ダ
ム
建
設

事
務
所
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
肥
前
町
一
’
九
八

念
二
三
’
七
二
七
○
調
査
課

みなさんで“模様替えしましどうぞ

-KDD衛星通信館一 ー

Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通

信
所
で
は
、
こ
の
ほ
ど

展
示
館
（
衛
星
通
信
館
）

の
一
部
模
様
替
え
を
し

ま
し
た
。

「
海
事
衛
星
通
信
コ

ー
ナ
ー
」
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
パ
ネ
ル
説
明
か

ら
、
実
際
に
自
分
で
操

作
し
て
、
海
洋
を
航
行

す
る
船
舶
と
通
信
が
で

き
る
よ
う
改
装
し
、
よ

り
わ
か
り
や
す
く
理
解

で
き
る
し
く
み
に
な
り

ま
し
た
。

「
海
底
ケ
ー
ブ
ル
通

信
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

訪
問
販
売
取
引
は
、
近
年
ま
す
ま
す

盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
部
に
は

詐
欺
ま
が
い
の
悪
徳
業
者
も
あ
り
、
い

く
つ
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

最
近
市
内
で
も
、
「
関
東
保
安
セ
ン
タ

ー
Ｌ
と
か
「
全
国
保
安
セ
ン
タ
ー
」
な

ど
と
い
っ
て
、
法
外
な
値
段
で
ガ
ス
漏

れ
警
報
器
を
訪
問
販
売
し
て
い
る
例
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
も
し
、
不
審
な
訪

問
販
売
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
出
入
り

の
ガ
ス
販
売
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
ま

き
こ
ま
れ
な
い
よ
う
契
約
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

ケ
ー
ブ
ル
通
信
の
シ
ス
テ
ム
を
、
パ
ネ

ル
等
に
よ
り
概
説
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ロ
ビ
ー
に
は
、
新
た
に
記
念

ス
タ
ン
プ
を
用
意
し
ま
し
た
。

訪
問
販
売
に
ご
注
意
ノ

滝

KDD衛星通信館
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日曜当番医

時間は， いずれも午前9時から午後4時までです。

○
鈴
木
な
み
さ
ん
安
良
川

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
お
菓
子
第
一
ク
ラ
ブ

二
万
五
千
五
百
円
社
会
福
祉
へ

○
こ
ま
ど
り
日
舞
会

二
万
三
百
円
社
会
福
祉
へ

囮
寄
贈
図
書
館
へ

古
書
寄
贈

○
小
林
哲
也
さ
ん
本
町

善
意
あ
り
が
と
う

手綱の浜
高萩霊園の海を見下す、あづまやのほとりに、万葉歌

碑が建てられ、史跡として訪れる人が多くなった。 5 。

6月は大潮の季節、磯の香が漂い､遊歩道の崖を下ると、

佐々木の浜に出られる。ここが歌に詠まれた手綱の浜で、

丁度潮が引き家族連れで賑わっていた｡

絵と文伊藤龍馬
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塚
原
よ
し
子
さ
ん
島
名

○
大
和
田
き
く
さ
ん
肥
前
町

つ
ぼ

囮
寄
贈
中
央
公
民
館
へ
（
壺
一
点
）

○
沼
田
明
子
さ
ん
春
日
町

第
６
回
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と
き
６
月
鋤
日
佃

と
こ
ろ
高
萩
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

資
格
市
内
居
住
者
ま
た
は
勤
務
者

競
技
肥
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ

６
月
鋤
日
佃

高
萩
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

市
内
居
住
者
ま
た
は
勤
務
者

肥
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ

主
催

受
付
期
間

申
込

|｢|LOVE高萩つくろう未来'』 ｜
～第1回滝坂フェスティバル～

｜ と き 6月16日(日)(雨天の場合は30日）
午前9時～午後3時

'篝 醗｜
|辨・…篝鱗爾
,縫躍…高…青…高…｜光協会，茨城新聞社

’ .‘明るい豊かなまちづくり” を目指している青年 ｜
｜会議所では，今年が国際冑年年ということもあり， ｜
｜市民のみなさんとの温かい心のふれあいを求めて ｜
｜ フェスティバルを計画しました。みなさんの参加 ｜

｜ をお待ちしています。

L一一一一一－－－－－－－－－－J

イ
（
新
ペ
リ
ァ
方
式
）

高
萩
市
体
育
協
会

６
月
皿
日
㈲
～
別
日
附

参
加
費
三
千
円
を
添
え
て

市
民
体
育
館
ま
で

念
二
三
’
二
五
五
二

（
）

…騨蕊騨織蝿黙蕊蝿羅露鍵溌騨蕊:謹蕊鑪騨蕊騨鶏辮鱸蕊辮溌轆轆騨鍵蕊餓識溌騨繍溌騨騨

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
…
・
・
：
…
．
：
．
．
…
．
．
…
・
●

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
、

日
立
市
民
会
館
、
ピ
ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯

原
）
、
文
化
会
館

七
月
六
日
出
午
後
二
時
か
ら

高
萩
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
入
場
無
料
）

曲
目お

江
戸
日
本
橋
、
こ
き
り
こ
節
、

ど
ん
ば
ん
節
、
会
津
磐
梯
山
ほ
か

日
本
の
民
謡
メ
ド
レ
ー
に
挑
戦

鯛９

夏
の
ひ
と
と
き
を
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
は

ド
の
さ
わ
や
か
な
音
色
で
お
過
ご
し
く
く侭

だ
さ
い
・

九
月
二
十
二
日
⑧
万学

劇
団
四
季

科

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

一
つ

「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」
・

一
」行

前
田
美
波
里
、
浜
畑
賢
吉
ほ
か
でな

入
場
料
Ｓ
席
四
、
○
○
○
円
んみ

Ａ
席
三
、
五
○
○
円

発
売
日
六
月
二
十
一
日
㈱
～

※
問
い
合
わ
せ
先
文
化
会
館

念
二
三
’
七
四
二
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6月9日

6月16日

6月23日

6月30日 滝川医院 春日町

7月7日 白玉医院 東本町 22－2697

樋

十王医院

石 病 院

一

|tj-
又 戻院 大和町

十王町

東本町

22 -2202

32－3266

23 1711

全生堂医院 本町 22 2306

23-3100


